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くびれ加工鋼管を用いた円形 CFT 短柱の 
圧縮性能に関する実験的研究
れた床の間の壁や龍が描かれた和紙製の折上げ天井など，
独特な設えも多くみられる．東側にはビリヤード場とし
て用いられていた別棟もある． 
所有者である谷氏との協議の末，谷屋を地域づくりの
拠点として活用できることとなった．活用を具体化する
にあたっては補修や耐震補強が必要であり，活用方針の
検討や体制の構築と並行して改修設計を進めている．既
存建物の実測調査などはほぼ完了しており，今年度内に
耐震補強方針をまとめることを目指して，金箱温春氏（金
箱構造設計事務所）との協議を重ねている．谷屋活用プ
ロジェクト以外にも，桜町通りの景観形成策の検討など
を進めている．また，丸山と長谷川が所属する移住促進
のための組織（一社）アンドモアが古民家を活用した拠
点づくりを行っていて，昨年度来，順調に件数を増やし
ており，用途のバリエーションも広がっている． 
 
 
 
 
 
 
 
 
谷屋実測図（一部） 
４．愛媛県大三島でのまちづくり活動 
大三島は，瀬戸内海西部に広がる芸予諸島のほぼ中央，
愛媛県の北端に位置する島である．農業が主要産業で，
近年は柑橘の生産を中心としている．かつては，大山祇
神社や航路の多かった宮浦港を有する島西部（宮浦地区）
に中心的な街区が形成されていたが，島東部（上浦地区）
を縦断する瀬戸内しまなみ海道が開通した 1999 年ごろ
から急速に地域の活力を落としていった．往時には人が
溢れていたという参道沿いには伝統的な様式を備えた古
民家が残されているものの，今日ではほとんどが空き家
となり，老朽化の進行が懸念される． 
島では、2013 年以降，伊東豊雄が主宰する伊東建築塾
により「日本一美しい島・大三島をつくろうプロジェク
ト」が進められている．その活動に参加する共同メンバ
ーとして，瀬戸地区（島東南部）の地域づくり，障がい
者支援施設「さざなみ園」の改修，元鈴木薬舗の調査・
保存などの活動を行っている．本稿では，それらの中か
ら元鈴木薬舗の計画について紹介する． 
元鈴木薬舗は，参道に残る最も古い建物である．木造二
階建てで，間口 6 間，奥行 4 間の本体部分が参道に面し，
南側に簡易なつくりの増築部分がある．今年度に入り所有
者の許可が得られたため，改修の作業に着手した．はじめ
に行ったのは，木部の腐朽が進行していた下屋部分の瓦下
ろしである．改修工事の手順上，本体部分の屋根改修後に
元に戻すため，清掃し保管している．その後，内部に残さ
れた荷物などを整理しながら，全体の実測調査を行った． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大山祇神社参道（点線部分）付近 
建物の活用方針は決まらないものの，耐震性能上の不
安が大きかったため，セルフビルドでの耐震補強を行う
こととし，構造エンジニアの金田充弘氏（東京藝術大学）
との協議を重ねながら，作業を進めた．2 階床と棟位置
の壁面補強を中心に構造用合板などで強度を上げること
とし，8 月中旬までに予定していた最低限の補強を済ま
せることができた．また，土間上部を吹き抜けとした上
で，薬舗時代の家具を整理して配置し直し，建物の様子
をうかがえるようにしている．現在は，桟瓦土葺きの屋
根の葺き替え，下屋の補修と瓦の葺き直し，南側増築部
の撤去など，工事業者に作業を依頼するための準備を進
めている． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
改修後の元鈴木薬舗土間部分 
３．今年度後半以降の活動予定 
今年度後半からは，横浜市関内エリアでの活動をより
深めるために，エリア内に残される防火帯建築の一つで
ある住吉町新井ビル内に拠点を設ける予定である． 
本稿で触れた２地域以外でも様々な活動が進行してい
る．具体的な内容については，来年度以降の所報などで
報告していきたい． 
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1. 緒言 
 近年の温暖化問題から二酸化炭素を可能な限り排出し
                                                                  
1: 教授 神奈川大学工学部物質生命化学科 
Professor, Dept. of Material and Life Chemistry, 
Kanagawa University 
2: 教授 神奈川大学工学部物質生命化学科 
Professor, Dept. of Material and Life Chemistry, 
Kanagawa University 
3: 特別助教 神奈川大学工学部物質生命化学科 
Assistant Professor, Dept. of Material and Life 
Chemistry, Kanagawa University 
4: 特別助教 神奈川大学工学部物質生命化学科
Assistant Professor, Dept. of Material and Life 
Chemistry, Kanagawa University 
5: 客員教授 神奈川大学工学研究所 
Visiting Professor  Research Institute for 
Engineering, Kanagawa University 
6: 客員教授 神奈川大学工学研究所 
Visiting Professor  Research Institute for 
Engineering, Kanagawa University 
7: 客員教授 神奈川大学工学研究所 
Visiting Professor  Research Institute for 
Engineering, Kanagawa University 
8: 客員研究員 神奈川大学工学研究所 
Visiting Researcher  Research Institute for 
Engineering, Kanagawa University 
9: 客員研究員 神奈川大学工学研究所 
Visiting Researcher  Research Institute for 
Engineering, Kanagawa University 
 
ない低炭素社会への移行が我々の社会の重要な課題とな
っている。エネルギーを効率的に使う方法の一つとして
リチウムイオン電池，燃料電池などが注目されてきてお
り，数年ぐらい前から幾つかの自動車会社が市販のリチ
ウムイオン電池車，燃料電池車を販売し始めている。し
かし、これらの電気自動車が私たちの生活に広くいきわ
たるためには、性能の向上・製品の低価格化など、さら
に開発すべき点は多く残されている。本プロジェクトは、
学内外の電池関連の研究者が集結し、これらの問題に対
して、電気化学、材料化学などの観点から研究開発に取
り組み、問題を解決する糸口を提案し、それらを地元の
企業と協力して製品開発まで結びつけようと考え、本プ
ロジェクトを行っている。その活動の中には、神奈川大
学新型電池オープンラボのように企業と共同研究による
研究開発を目的に実施されている事業も含まれる。1)  
2. 研究内容の紹介 
今年度新たに企業と共同研究を開始した研究内容を
3 件、簡単に紹介する。 
2.1.  Li イオンキャパシタ用電極作製のための穴空き
集電銅箔を用いたLi ドープ反応の高速化 
リチウムイオンキャパシタ (LIC) には高出力化のためグ
ラファイトなどの負極への Li+イオンのプレドー プが必要であ
るが、このプレドー プにおいては多孔質集電体を用いた垂直プ
レドー プ法が用いられている。これまでの報告によると多孔質
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